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今年 令和7年は、終戦から80年を迎える
節目の年です。
先の大戦による大阪府内の戦争犠

ぎ せ い し ゃ

牲者は
12万7千余名の多きに及びました。
戦争犠

ぎ せ い し ゃ

牲者を追
ついとう

悼するとともに、再び戦争
の惨

さ ん か

禍が繰り返されないよう、その教訓を
次世代に語り継

つ

ぎ、恒
こうきゅう

久平和への誓
ちか

いを
新たにしていかなければなりません。

今回取り組んだ「戦後80年平和祈
き ね ん

念・
大阪戦

せ ん ぼ つ し ゃ つ い と う し き

没者追悼式」事業をご紹介します。
戦争体験談や「平和を願うメッセージ」
を読んで、改めて平和について考えて
みませんか。
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終戦を告げる静
せいじゃく

寂
昭和20年（1945年）8月15日。ただ、ただ静かでした。
正午にはラジオ放送が流れ、まだ幼かった私には難
しい内容でしたが、重大なことを告げられているこ
とは何となく感じ取っていたのです。後に父から、
日本が戦争に負けたことを伝えられました。先への
不安はありましたが、サイレンの音に怯

おび

える日々が
終わったことへの安

あ ん ど

堵の気持ちでいっぱいでした。

学徒動員で戦地に赴
おもむ

いた兄
学生も戦場に駆

か

り出される「学徒動員」がはじまり、
兄も召

しょうしゅう

集され、1週間後には中国に渡りました。そ
の後は、1枚の絵葉書が届いたのを最後に終戦を迎
えても、兄は戻らず、戦後に届いた白い箱には「戦
病死」と書かれた紙1枚だけが入っていました。

炎の海に消えた故
こきょう

郷
昭和20年（1945年）、疎

そ か い さ き

開先の奈良から一時帰省して
いた大阪で忘れられない光景を目にしました。お使
いで訪れた小学校の屋上で、空

くうしゅう

襲警報が鳴り響いた
のです。物見台から空を見上げると、B29の編

へんたい

隊か
ら雨のように黒い粒がばらまかれ、それが花火のよ
うに空中で広がりました。焼

しょういだん

夷弾でした。
それらが地上に降り注ぐと、街はあっという間に煙

けむり

に包まれ、真っ赤な炎の海へと変わっていきました。

大地が揺れるほどの爆
ばくげき

撃
私が体験した2度目の空

くうしゅう

襲は、終戦の前日、昭和20年
（1945年）8月14日に投下された1トン爆

ばくだん

弾による爆
ばくげき

撃
です。
私は家の防

ぼうくうごう

空壕に避
ひ な ん

難していましたが、爆
ばくだん

弾が近く
に落ちるたび、まるで船に乗っているかのように地面
が激しく揺

ゆ

れました。防
ぼうくうごう

空壕の壁が圧力で縮んだり
広がったりするのを感じ、「このまま圧迫されて死ん
でしまうのではないか」という恐

きょうふ

怖を味わいました。
爆
ばくげき

撃が止んで外へ出てみると、家の屋根の上に作ら
れていた監

かんししょう

視哨が跡形もなく吹き飛んでいたので
す。もしあの時、防

ぼうくうごう

空壕に入っていなかったらと思
うと、今でもぞっとします。

戦争体験談 ～平和への想い～

私の戦争体験と終戦の日

戦争と平和を語り継
つ

ぐ紙
か み し ば い

芝居
「光ちゃんたかいたかい」

岡
お か く ら

倉 三
さ ぶ ろ う

郎さん （大阪市・昭和11年生まれ）

井
い の う え

上 倫
と も こ

子さん （和
い ず み

泉市・昭和22年生まれ）

戦争を知らない世代へのメッセージ

戦
せんぼつしゃ

没者に対しての一番の供養は、この国の平
和と繁栄がずっと続くことだと思っています。
自分自身、戦争を経験し、皆さんにはあの
ような怖

こわ

い目にあってほしくないので、「戦争
はやっぱりしてはいけない。平和が大切。」と
いうことを理解いただくため、一生懸

けんめい

命、平和
学習活動等に力を入れています。

大阪府内にお住まいの戦
せ ん ぼ つ し ゃ い ぞ く と う

没者遺族等の方13名にお話を伺いました。
体験談全編は「大阪戦

せんぼつしゃついとうしき

没者追悼式」公式YouTubeチャンネルでご覧いただけます。
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風化したラベルと戦争の記
き お く

憶
私の家の玄

げんかん

関には、「遺
い ぞ く

族の家」という劣
れ っ か

化したラベ
ルがあります。
ある日、孫が「おばあちゃん、これ何？」と尋ねて
きました。その出来事をきっかけに、私は主人と

「戦争の歴
れ き し

史を伝えていかなければ」と話し合い、
紙
か み し ば い

芝居という形で未来へ残すことにしたのです。

【第一部】 平和な日常と戦争の影
昭和18年（1943年）の年明け、戦争中とは思えない
ほど平和なある村に元気な男の子が生まれます。赤
ちゃんの名前は「光（こう）」と名付けられ、家族か
ら「光ちゃん」と呼ばれ、愛情を一身に受けてすく
すくと育ちます。
しかし、村の平和とは裏

うらはら

腹に戦争は激
げ き か

化。若い学生
も戦地へ駆

か

り出されるようになりました。

【第二部】 父との別れ「光ちゃん たかいたかい」
光ちゃんが生後4ヶ月の春、父にも召

しょうしゅうれいじょう

集令状が届きま
した。出

しゅっせい

征前夜、父は眠
ねむ

る光ちゃんを座
ざ ぶ と ん

布団に乗せ、
静かに揺

ゆ

りかごのように揺
ゆ

らし続けます。座
ざ ぶ と ん

布団を
揺
ゆ

すりながら、どんなお話をしていたのでしょうか。
数ヶ月後、戦地へ向かう父の行進が、目の前を通り
過ぎる瞬

しゅんかん

間、祖父は光ちゃんを天高く掲
かか

げ、「光ちゃ
ん、たかいたかい！」と叫

さけ

びます。振
ふ

り向いてほし
い一心で絞

しぼ

り出した声に、父はたった一度だけ振
ふ

り
返り、光ちゃんを見つめました。

【第三部】 終戦と戦争が残したもの
父の戦死の知らせは突然届きました。昭和20年

（1945年）4月、ソロモン諸島で戦死したのです。父
は白い布に包まれた粗

そ ま つ

末な木箱となって帰ってきま
した。箱の中には遺

い こ つ

骨はなく、石ころが2つ入ってい
るだけでした。母は人前では決して涙

なみだ

を見せません
でした。
8月15日、戦争は終わりましたが、父は帰ってきませ
ん。光ちゃんの記

き お く

憶には父の面影はなく、自分とそっ
くりなセピア色の写真が1枚残されただけです。
母は戦死したと分かっていても、復

ふくいんへい

員兵の中に父を
探し続けました。かまどの隅

すみ

で隠
かく

れて泣いていた母
の姿を、光ちゃんは今も忘れることができません。

父の出
しゅっせい

征と戦時下の暮らし
私が生後2ヶ月で、父は赤紙が来る前に自ら志願して
戦地へ向かいました。残された母との生活は過

か こ く

酷で、
母
ぼにゅう

乳の代わりに与えられたのは、すり潰
つぶ

した米を炊
た

いた汁
しる

でした。食料は配給米だけでは足りず、母は
私のことを簡単な乳

う ば ぐ る ま

母車に乗せ、田舎まで着物と食
料を交換しに行く日々。おむつは古い浴

ゆ か た

衣などを潰
つぶ

して手作りしたものでした。夜は灯
と う か か ん せ い

火管制のため、

戦死した父と戦後母と歩んだ道

西
に し じ ま

嶌 美
み や こ

八子さん （藤
ふ じ い で ら

井寺市・昭和19年生まれ）

戦争を知らない世代へのメッセージ

戦争が終わってから80年以上が過ぎ、日本は
平和な国になりました。しかし、世界のどこ
かでは、今も爆

ばくおん

音が響き、こどもたちが悲鳴
を上げて逃げ惑

まど

っています。
戦争は、静かで平和な村にも大きな悲しみを
もたらし、人々の心までも壊

こわ

してしまいます。
お父さんの顔も知らないまま82歳になった光
ちゃんのように、戦争は数えきれない家族に
癒
い

えることのない涙
なみだ

を残しました。戦争から
平和が生まれることは決してありません。
そんな悲しい涙

なみだ

のもとに、かつてこの国に戦
争があったという事実を、私たちは決して忘
れてはなりません。なぜ戦争が起こるのかを
問い続け、平和の尊

とうと

さを知ることが大切です。
そして、あなた自身の命を大切に生きてくだ
さい。
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ランプの光が外に漏
も

れないように布で覆
おお

い、わずか
な明かりの中でおむつを替えるなど、不自由な暮ら
しを強いられていました。

父の戦死と空っぽの遺
い こ つ ば こ

骨箱
父は出

しゅっせい

征から3ヶ月後の昭和19年（1944年）7月、サイ
パン島で戦死しました。「絶対に生きて帰る」と家族
に誓

ちか

った父とは対照的に「俺は死んで帰る」と言っ
て出

しゅっせい

征した叔
お じ

父は無事に生
せいかん

還する結果となりました。
私は2、3歳の頃、母と叔

お じ

父に連れられて父の「遺
い こ つ

骨」
を受け取りに行った記

き お く

憶があります。大きな建物で
手渡されたのは、白い布に包まれた桐

き り ば こ

箱でした。
家に帰り、箱を開けると遺

い こ つ

骨はなく、父の名前が書
かれた1枚の紙切れだけが入っていました。母親は
涙
なみだ

も出なかったとよく言っていました。

戦後の貧
ひんこん

困と父のいないこども時代
父が居ないだけでいじめを受けることもありました。
当時は貧富の差が激しく、私の家は本当に貧しい暮
らしでした。学校へは母親が古着を手作りで直した
服と下

げ た

駄で通い、新しい靴
くつ

や服を買ってもらえませ
んでした。遠足や修学旅行といった学校行事に参加
もできず、多くの楽しみを諦

あきら

めました。病弱な母を
支えるため、中学を卒業して働きに出る以外に道は
ありませんでした。

家族の記
き お く

憶と父の面影
母は当初結

けっこん

婚する気がなく、戦争に行く父に説得さ
れて夫婦となりました。一緒に過ごしたのは2年ほど
でした。父を伝える品はボロボロになった1枚の写真
のみ。後年になって綺

き れ い

麗に作り直してもらった海軍の
帽
ぼ う し

子を被った父の写真が今も私の手元にあります。

今の世界の情勢を見ていると、皆
みな

さんの未来
に強い不安を感じずにはいられません。
どうか忘れないでください。戦争とは、皆

みな

さ
んのような若い世代が当たり前の日常を奪

うば

わ
れ、戦場へと駆

か

り出されるということです。
どんな理由があろうとも、そのような世の中
を二度と作ってはなりません。父が「絶対に
生きて帰る」と誓

ちか

いながら叶
かな

わなかったよう
に、戦争は個人の想いを無情に踏

ふ

みにじりま
す。この国がこれからもずっと平和であり続
けることを、私たちは心から願っています。

戦争を知らない世代へのメッセージ

戦争体験談 ～平和への想い～

満
まんしゅう

州引き揚
あ

げと家族の記
き ろ く

録

保
や す だ

田 恵
け い こ

子さん （岬
みさきちょう

町・昭和15年生まれ）

満
まんしゅう

州の地に眠る2人の姉弟
満
まんもうかいたく

蒙開拓青少年義
ぎ ゆ う ぐ ん

勇軍だった父のもと、私は満
まんしゅう

州で
生まれました。
2人の姉弟がいて姉はすぐ亡

な

くなり、弟もジフテリア
になり命を落としました。弟の遺

い た い

体はリンゴ箱に入
れて畑に埋

う

めました。母は弟の横で「2人で死のう
か」と言うようになりました。
そんな時、日本兵

へい

に声をかけられ、満
まんしゅう

州から日本に
帰る人たちのところに行くことができました。

「内地（日本）へ帰ったら、お姉ちゃん、クルクルポ
ン（お菓子）食べような」と、弟がよく言っていた
ことを思い出します。



満
まんもうかいたく

蒙開拓青少年義
ぎ ゆ う ぐ ん

勇軍の父

母と保田さん
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今も世界で戦争が起きていますが、テレビで
見ていると「こんな戦争なんでするんかな」
と思います。何のために、みんな殺

ころ

し合いを
するのか。それだけが一番腹が立ちます。幸
せな暮らしが急になくなってしまう戦争だけ
はしないで欲しい。私はそれだけは言いたい
です。

戦争を知らない世代へのメッセージ

戦時下の日常と人々の暮らし
父が赤紙で戦地へ送られると、残された母は父の無
事を祈

いの

り、毎日4～5km離
はな

れた神社まで歩いて通い
ました。作ったお米や芋はほとんどが国に強制的に
買い上げられ、芋の「ひげ」と呼ばれる残った根の

15歳の目に映った戦争

峯
み ね の

野 繁
し げ の ぶ

信さん （堺
さかい

市・昭和5年生まれ）

20日間にわたる逃避行
昼は隠

かく

れ夜に動く生活でした。ロシア兵
へい

に見つかり、
女性がひどい目に遭

あ

うこともありました。母たちは髪
かみ

を短く切り、男のような服で逃
に

げました。
私たちは「ドウ」という名の中国人を雇

やと

っていました。
ある夜、ドウさんが「ホーテン！（保田）」と呼びな
がら、ゆで卵

たまご

をどっさり持ってきました。夜中に卵
たまご

を
抱
かか

えて2度も届けてくれ、みんなで食べました。母は
もう一度会いたいと亡くなるまで感

かんしゃ

謝していました。

父の故
こきょう

郷　和歌山へ
逃げ続けた末、私たちは引き揚

あ

げ船に乗れました。
舞
まいづる

鶴港から和歌山駅まで戻ってくると一面焼け野原
で、母は驚

おどろ

いていました。
父の故

こきょう

郷・梶
かんどり

取へどう帰るか途方に暮れていた時、
人力車の車夫が厚意で里まで乗せてくれました。夜
7時頃、泥だらけで服も破れた姿に家族は驚

おどろ

きました
が、車夫の説明で私たちだと分かったのです。

父との別れ、母と歩んだ戦後
満
まんしゅう

州から出
しゅっせい

征した父は行方不明でした。帰国後、夜
中に「お父さんが帰ってきた」と家を飛び出すこと

もありました。
やがて父の実家を離

はな

れ、大阪で母と三畳一間の暮ら
しを始めました。「家買おう」と母はよく言っていま
した。私は中学卒業後すぐに就

しゅうしょく

職。母も朝から働
き、食事や入浴を1人で済ませる毎日でした。
近所で同じ名前の子が「ケイコ、ごはんやで」と呼

よ

ば
れる声を聞き、「あんなふうに呼

よ

んでもろたことない
わ」と、寂

さび

しい思いをしました。
それでも家を買うために母と力を合わせ懸

けんめい

命に働
はたら

き
ました。父が旧

きゅう

ソ連の収
しゅうようじょ

容所で亡
な

くなったと通知が
来たのは平成25年（2013年）でした。
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戦争体験談 ～平和への想い～

「大和」の父と母の結
けっこん

婚
昭和16年（1941年）12月、戦

せんかん

艦「大和」が就
しゅうえき

役し、
父も兵

へいえき

役に就
つ

くことになりました。
父は出

しゅっせい

征前に結
けっこん

婚しておきたいという思いがあった
のか、奈良の実家に相談をし、近くに住んでいた母
と縁

えんだん

談が持ち上がりました。お互いによく知らぬま
ま、昭和16年（1941年）3月頃に父が奈良へ戻り、見
合いを経

へ

て結
けっこん

婚。そのまま短い新
しんこん

婚旅行に出かけ、
父は再び呉

くれ

へ戻っていったそうです。
結
けっこん

婚したのが昭和16年（1941年）。昭和20年（1945年）
の終戦までの約5年間、母が呉

くれ

を訪
たず

ねたのは年に1度
ほどで滞

たいざい

在も2泊程度。通算しても、2人が過ごした
時間は10日ほどだったと思います。

部分を蒸して食べるなど、食
しょくりょうなん

糧難に苦しみました。
一方で、村に駐

ちゅうりゅう

留していた兵
へいたい

隊から空
くうしゅう

襲がない日に
は、こどもたちが羊

ようかん

羹をもらうこともありました。
人々は必死に日々の生活を営んでいました。

戦時下の学校教育
当時は「進め進め」という国家方針が社会を覆

おお

い、
学校では教育勅

ちょくご

語の暗記が強制されました。個人よ
り国家への奉

ほ う し

仕が優
ゆうせん

先され、村で戦死者が出ると
村
そんそう

葬にこどもたちも参列しました。
終戦後は、戦争関連の書類を燃やし隠

かく

すなど、人々
は必死に抹

まっしょう

消しました。

故
こきょう

郷を襲
おそ

った焼
しょういだん

夷弾の雨
一番怖

こわ

かったのは空
くうしゅう

襲でした。ラジオで敵の爆撃機
が来ると知らせる警

けいほう

報が流れると、人々は急いで灯
あか

りを消し、町は真っ暗になりました。当時の私を含
むこどもたちはする事が無く裏

うら

山に登ってみると、
神戸の空が焼

しょういだん

夷弾で真っ赤に燃えているのを見ました。
その後、私の住む堺

さかい

も空
くうしゅう

襲を受け、町のほとんどが
焼けてしまいました。3日たってもガード下では
焼
し ょ う い だ ん

夷弾が燃え続けていました。あたりは焼け野原
で、土蔵だけが残っていました。

父の帰
き か ん

還と終戦の日の思い出
およそ9年にわたる従

じゅうぐん

軍を終え、父が帰ってきたのは
終戦の直前のことでした。しかし、長い間離

はな

れて暮
らしていたため、他人のように感じました。「戦争、
戦争」と口にすることもあり、近寄りがたい時もあ
りました。
終戦を迎えた8月15日は、地元で盆

ぼん

踊りの準
じゅんび

備をして
いる最中でした。近所の家でラジオ放送を耳にしま
したが、こどもだったため、何が起きたのかわかり
ませんでした。日本の敗戦を知ったのは、2日ほど
経
た

ってからのことでした。
父は戦争に負けたら、大変な事になると話していま
したが、実

じっさい

際に訪
おとず

れたのは平和でした。しかし、戦
争が終わり、兵

へいたい

隊に行かなくて済むという安
あ ん ど

堵感と
将来への不安が入り混じり、複雑な心

しんきょう

境でした。

戦争を体験した者として、願うのは「平和で
あってほしい」ということです。
自分の思うままに振る舞うことを「平和」だ
と考えていませんか？
現代には「平和」と「自由」を履

は

き違えてい
る人が居るのではないかと危

き ぐ

惧しています。
それは本当の意味での平和とは異

こと

なります。
戦争を知らない世代の皆さんには、「平和」の
意味を正しく捉

とら

え、この国が二度と戦争への
道を選ばないよう、本当の「平和」を考え続
けていってほしいです。

戦争を知らない世代へのメッセージ

「大和」の父、安らかに

吉
よ し む ら

村 孝
た か し

史さん （大阪市・昭和17年生まれ）
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幼い私の両親のこと
母は私が2歳の時に病死しましたのでほとんど知りま
せん。父のことも、はっきり覚えているのは、戦争
に出るため港を出発する一

いっしゅん

瞬の光景だけです。その
ときの軍服姿だけ覚えています。父は戦地に着く前

父は最期の出
しゅっこう

航になる日
に会いに来てほしいと母
に伝えましたが、美

び よ う し

容師
の仕事があり会うことが
できませんでした。母は
その事を、生

しょうがい

涯を通して
「いくら悔

く

やんでも悔
く

やみ
きれない」と語り続けて
いました。

幼心に焼き付いた空
くうしゅう

襲の夜の記
き お く

憶
私が3歳だった昭和20年（1945年）の春、奈良に居ま
した。
夜に空

くうしゅう

襲警報が鳴り響き、私は近所の人たちと防
ぼうくうごう

空壕
へ駆

か

け込みました。その時、西にある金
こんごうさん

剛山の方を
見ると、空が真っ赤だったのです。「夜なのに、どう
してあんなに空が明るいのだろう」と異様なほど
印象的だった事を覚えています。その光景は、後に
大阪大

だいくうしゅう

空襲によるものだと知りました。

「戦争の悲
ひ さ ん

惨さ」とは
父の兄弟は、4人のうち父を含めて2人が戦死しまし
た。さらに、私が育った100軒

けん

ほどの小さな集落で
は、墓地の入り口に15基もの戦

せんぼつしゃ

没者の墓標が並んで
います。身内だけでなく、地域全体を見渡しても、
10軒

けん

に1軒
けん

以上の家が戦争で家族を失っていたので
す。日本のどの地域でも、私たちの集落と同じよう
な状況でした。これはもう、大変なことだと思いま
した。

戦争を知らない世代へのメッセージ

父の足跡をたどるうちに、私は戦争の悲しい
姿をより深く知ることになりました。そして、
戦争で亡くなった方々を慰

い れ い

霊することが、平
和を考える上で最も大切な一歩だと思うよう
になりました。天災は避けられませんが、戦
争は人間の意思によって「やらない」という
選択ができるはずです。祖母は「自分のこど
もを先に亡

な

くすことほど辛
つら

いことはない」と話
していました。この耐

た

え難い悲しみを二度と生
まないためにも、
まずは犠

ぎ せ い

牲となっ
た一人ひとりの命
に思いを馳

は

せ、そ
の死を悼

いた

むことか
ら 始 め る べ き で
す。それが、未来
の平和を築くため
の原点になると私
は信じています。

広島県での被
ひ ば く

爆

牧
ま き は ら

原 清
き よ こ

子さん （守口市・昭和16年生まれ）



7

戦争体験談 ～平和への想い～

父の戦死と海底の記
き お く

憶
私の父は3度目の召

しょうしゅう

集で戦地へ向かう途中、乗ってい
た商船「多

た ま ま る

摩丸」が撃
げきちん

沈され、戦死しました。船に
はおよそ600人が乗っており、撃

げきちん

沈は7分という短い
時間で起こりました。幸運にも200人ほどは救助され
ましたが、父は船内にいたため、海底4,000メートル
の深さに沈んでしまいました。引き上げることも、
潜
もぐ

って確認することもできず、父の遺
い た い

体は今も海の
底に眠

ねむ

っています。慰
い れ い

霊のためにパラオを訪れた際、
父と共に沈んだ知人の方がいたことも知りました。
私はサンゴを持ち帰り、墓の石

せきとう

塔の前に埋めました。

戦争を知らない世代へのメッセージ

私は原
げんばく

爆の惨
さんじょう

状を語るとき、どれだけ言葉に
しても、あの恐

きょうふ

怖や痛みを完全に伝えること
はできないと感じます。けれど、それでも語
り続けずにはいられません。なぜなら、二度
と同じ苦しみを、未来のこどもたちに味わわ
せたくないからです。原

げんばく

爆がもたらした悲劇
は、戦争を起こさないことの大切さを、私に
教えてくれました。生き延びたからこそ、伝
えられることがあると信じています。苦しみ
と恐

きょうふ

怖を、言葉にして語ることで、平和への
意
い し き

識を次の世代に届けたいのです。

に海上で攻撃を受けて戦死したそうです。そのため、
父母の思い出はほとんどありません。

いつもの日常が一変した8月6日
昭和20年（1945年）8月6日、当時4歳だった私は、祖
母の家から200メートルほどの距

き ょ り

離にある近所の友達
の家へ遊びに行っていました。家の中から「上がっ
ておいで」と声をかけられたことだけは覚えていま
す。でも、そのあと何が起きたのかは、思い出せま
せん。気づくと、私は家の下

し た じ

敷きになっていました。
何とか外に這

は

い出ると、目の前に広がっていたのは
真上から潰

つぶ

された家々や瓦
が れ き

礫の山。空気は熱く、煙
けむり

で息が苦しく、視界は真っ暗でした。周りを見渡す
と、焼けただれた多くの人々が声を上げ、泣き叫

さけ

び
ながら逃げ惑っていました。

苦しむ人々で覆
おお

いつくされた広島の街
私が住んでいた祖母の家は天ぷら屋でした。原

げんばく

爆の
直後、目の前には火傷を負った人々が次々と押し寄
せてきました。当時、やけどには油が効くと言われ
ていたのです。人々は「水をくれ」と叫びましたが、
家には水がありません。次第に、家の前で一人、ま
た一人と力尽

つ

きて倒れていきました。

火傷を負った叔
お ば

母を懸
けんめい

命に治
ちりょう

療した日々
原
げんばく

爆で火傷を負った叔
お ば

母は、山の中の小屋で世話を
受けることになりました。治

ちりょう

療に使える薬はひとつ
もなく、できることといえば、きゅうりとじゃがい
もをすりおろし、その汁を火傷の箇

か し ょ

所にあてること
だけでした。体の半分が火傷で焼けただれた叔

お ば

母の
姿を見ながら、私は擦

す

ったきゅうりやじゃがいもを
火傷にあてる手伝いをしました。夏の暑さで傷口周
辺にハエがたかり、ウジ虫がわき、臭いは強

きょうれつ

烈でし
た。叔

お ば

母は痛みに耐
た

えながら泣き続け、私はその泣
き声を聞きながら、綿を貼

は

り替
か

え続けました。

戦死した父、戦後の母の苦労

大
お お も り

森 正
ま さ み

美さん （高
たかつき

槻市・昭和14年生まれ）
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私は墓
はか

参りをするたび、父や戦
せんぼつしゃ

没者の前で誓
ちか

います。「二度と戦争は繰り返さない」と。こ
れは父だけでなく、自分自身にも言い聞かせて
います。現代においても、戦争の犠

ぎ せ い

牲は病院や
学校など民間施設に及んでいます。海外の報
道を見るたび、戦争の卑

ひ れ つ

劣さと無
む じ ひ

慈悲さが世
界で繰り返されていることを痛感します。姑

こ そ く

息
な戦争行為は非常に残念で、あってはならない
ことだと思います。戦争の恐

きょうふ

怖を知り、二度と
同じ過ちを繰り返さないでほしい――それが、
戦争を経験した私たちの切なる願いです。

戦争を知らない世代へのメッセージ

戦争が始まった朝、変わる学校
私は大分県坂ノ市町の小学校に入学しました。入学
した年の12月、太平洋戦争が始まり、学校の様子は
一変しました。尋

じんじょう

常小学校は国民学校と名前を変
え、校庭中央には天

てんのう

皇・皇
こうごう

后の写真を飾
かざ

った奉
ほうあんでん

安殿
が建てられました。毎朝の朝礼では校長の訓

く ん じ

示に続
き、教育勅

ちょくご

語が朗
ろうどく

読され、幼い私たちは「天
てんのう

皇の赤
せ き し

子
として戦争に従

したが

うべきだ」と教え込まれました。
授業だけでなく、柔道や剣道、竹

たけやり

槍訓練も行われ、
私は神風が吹けば日本は負けないと信じ、学び、鍛

きた

えていました。戦争一色の教育の中で、日々覚
か く ご

悟を
求められていたのです。

山の中での授業と恐
きょうふ

怖の日常
戦
せんきょう

況が悪化すると、学校での授業ができなくなり、
私たちは山間学校に移されました。山の中に机や
椅
い す

子を運び、先生は上の方から叫
さけ

ぶように授業を
行うのです。通学路も危険で、アメリカ軍のグラ
マン戦

せ ん と う き

闘機が突然現れ、山の谷間から急降下して
機
きじゅうそうしゃ

銃掃射を行うこともありました。私たちは川や
田んぼの畦

あぜ

、土手の窪
くぼ

みに身を隠
かく

し、恐
きょうふ

怖に震え
ながら帰宅する日々を送りました。

兄の死が教えた戦争の無
むじょう

情
兄は鹿

か ご し ま

児島の海
かいぐんこうくうたい

軍航空隊に所
しょぞく

属していましたが、終
戦の数ヶ月前に戦死しました。届いた遺

い こ つ

骨は石ころ
と髪の毛だけで、家族でその白木の箱を開けたとき、
私たちは言葉を失い、戦争の無

むじょう

情さを身に染
し

みて感

戦時下の暮らしと家族の支え
父を失った私は、母や家族の支えを受けながら、戦
時下の厳しい生活を耐え抜きました。母は日中、田
んぼを手伝い、夜は裸

はだか

電球の下で針仕事をしていま
した。妹と2人で、寂

さび

しくちゃぶ台を囲んで夕食を
とったことが印象に残っています。食料は十分では
なく、家にお米はありましたが、保

ほぞんしょく

存食がほとんど
なく、飢

う

えをしのぐため、さつまいもの芋づるやタン
ポポを料理したりイナゴを瓶

びん

に詰
つ

めて炒
い

って食べま
した。母方の祖父は、自転車やリヤカーに野菜や米
を積んで食料を補給してくれました。

防
ぼうくうごう

空壕の中から見た大阪大
だいくうしゅう

空襲
私の町から南を見渡すと、大阪の空が赤く燃えてい
るのが遠くに見えました。大阪大

だいくうしゅう

空襲です。防
ぼうくうごう

空壕
に身を隠

かく

していると、空から落ちてくる焼
しょういだん

夷弾の光
が夜空でキラキラと輝

かがや

きながら落ちるのを覚えてい
ます。空

くうしゅう

襲の被
ひ が い

害は町全体に広がり、多くの人々が
命を落としました。

罪のないこどもたちを狙
ねら

う機
きじゅうそうしゃ

銃掃射
私の町でも、戦争の影

えいきょう

響は日常にまで及んでいまし
た。こどもを狙

ねら

った機
きじゅうそうしゃ

銃掃射が実際にあり、神社に
避
ひ な ん

難していたこどもたちは、その脅
きょうい

威にさらされま
した。幸い命は助かったようですが、銃

じゅうだん

弾の衝
しょうげき

撃で
屋根が摩

ま さ つ ね つ

擦熱により燃え上がったと聞いています。

戦時下、山の中での授業

姫
ひ め の

野 浄
きよし

さん （大阪市・昭和10年生まれ）
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戦争体験談 ～平和への想い～

父とのわずかな記
き お く

憶
父が召

しょうしゅうれいじょう

集令状を受けたのは、昭和18年（1943年）6月
頃のことでした。戦地へ向かうことが決まっていた
父に会うため、母と叔

お じ

父に連れられて、幼かった私
も一緒に大分県佐

さ い き し

伯市へ出向きました。南方のフィ
リピンへ出港する船の前で、父に抱き上げられた
記
き お く

憶だけをうっすらと覚えています。

戦争と隣り合わせの毎日
空
くうしゅう

襲が激しくなる中、母と近所の人々と一緒に、
家の裏手の竹やぶに防

ぼうくうごう

空壕を掘りました。穴を掘
ほ

っ
て青竹を割り、交互に組み合わせて防

ぼうくうごう

空壕を整え、
むしろを敷

し

き、さらに固い布団を重ねて身を守り
ました。

実感を持つことができなかった父の死
昭和20年（1945年）7月に父は戦死しました。 わずか
33、4歳という若さでした。その知らせを受けたの
は、私が小学校に入学する前年のことです。親族に
連れられて天満橋へ「遺

い こ つ

骨」を受け取りに行った日
のことを、今でもはっきりと覚えています。焼け野
原となった街は、歩く道に瓦

が れ き

礫やトタンが散らばっ
ていました。そこで受け取ったのは、海で亡くなっ
た父の本当の骨が入っているはずもない白木の箱で
した。

父の形見を着て臨
のぞ

んだお葬
そうしき

式
葬
そ う ぎ

儀の日、父が生前に実家から持ってきていた仙
せんだいひら

台平
の袴

はかま

を仕立て直し、幼い私に履
は

かせてくれました。
それは父の兄弟たちの「せめて形見を息子に受け継

つ

がせたい」という思いだったのでしょう。その袴
はかま

を
履いたことを覚えています。年月を重ねるたびに、

「なぜ負けると分かっていた戦争に父は命を捧
ささ

げなけ
ればならなかったのか」と考えます。私は今、父の
3倍近い歳月を生きることができています。

遠い父の記
き お く

憶と消えぬ思い

額
ぬ か た

田 利
り い ち ろ う

一郎さん （枚
ひらかた

方市・昭和14年生まれ）

じました。広島・長
ながさき

崎への原
げんばく

爆投下や、毎日のよう
に報じられるB29爆

ばくげき

撃のニュースを聞きながら、国民
には「日本は負けない」という情

じょうほう

報しか届かず、目
の前の現実との違いに多くの人が混

こんらん

乱していました。

新しい憲
けんぽう

法に出会い、平和の意味を知る
戦後、新制中学に進んだ私は、憲

けんぽう

法教育を通じて戦
争の意味を改めて考えるようになりました。「主権は
国民にある」という新しい憲

けんぽう

法の考えが、私たちに
はなかなか理解ができませんでした。これまで戦時
教育で教え込まれてきたこととは全く違う世界で
す。授業では、平和の大切さや国民一人ひとりの権
利について学びました。

戦争は政府が起こすものです。だからこそ、
国民一人ひとりが「戦争を止める」という意
識を持つことが大切です。私が幼い頃に経験
した戦争は、命や日常を一

いっしゅん

瞬で奪う恐ろしい
ものでした。若い皆さんには、歴史を学ぶだ
けでなく、この現実を心に刻み、平和を守り、
戦争を起こさせない政治をつくる意

い し き

識を持っ
てほしいのです。平和は当たり前ではありま
せん。私たちの行動や判断が未来を決めるの
です。

戦争を知らない世代へのメッセージ



父と母と佐野さん

父と佐野さん

10

戦争は「殺
ころ

し合い」にすぎません。どれほど
立派な事を掲

かか

げても、そこには必ず犠
ぎ せ い し ゃ

牲者が
生まれ、誰かの命が奪われます。核兵器のよ
うな破

はかいりょく

壊力を持つものが再び使われることが
あれば、人間はどうなってしまうのかと思い
ます。だから「二度と繰り返してはならない」
という気持ちが強くなるのです。戦争は決し
てあってはならないものだと、次の世代、そ
のまた次の世代には、絶対に戦争を経験させ
てはなりません。

戦争を知らない世代へのメッセージ

生後8ヶ月の娘を残し、戦地へ向かった父
父は、私が生後 8 ヶ月の
時に出

しゅっせい

征。父が赴
おもむ

いたの
は、過

か こ く

酷な激戦地として
知られるニューギニア島
です。母と私は母の実家
で暮らし、そこには大家
族の13人が集まっていま
した。おじいちゃんを中
心に日々が回っていて、
父がいないことを私はあ
まり意

い し き

識せず過ごしていました。小学校に入ると、
「お父ちゃんがこう言った、ああ言った」と友達の話
を聞き、お父さんって、社会のこととかを教えてく

「太田さん」から聞いた戦地の父

佐
さ の

野 映
え い こ

子さん （箕
み の お

面市・昭和17年生まれ）

れる人なんだと思いました。母はあまり感情を表に
出す人ではなく、父のことを尋ねても「優しい人だっ
た」とだけ教えてくれました。

母の強さと日々の暮らし
母は私を育てるため、働きづめの毎日でした。精米
業の仕事で重い荷物を自転車に乗せ、往復して家計
を支える姿を、私はずっと見ていました。夜は必ず
本を読んでくれて、眠る前の時間は母と私の大切な
ひとときでした。母は父のことをあまり語りません
でしたが、母の心の中に、父への思いがずっとある
のを感じていました。父の戦死の通知を受け取った
時、気

きじょう

丈な母が声をあげて泣いた光景を、今も忘れ
られません。

戦友が語ってくれた父の最期
父の最後の姿を知ったのは、戦友の太田さんからでし
た。襲

しゅうげき

撃任務の先頭を父が太田さんの代わりに務め、
敵に撃たれて翌日亡

な

くなったという話を聞きました。
地図を持たずに山を越

こ

え、ジャングルでの過
か こ く

酷な生活、
食べ物も満足に得られない日々、自然の中で生き抜く
父達の必死さが、言葉から伝わってきました。

父への思いと平和への願い
「父へ」
お父さん 一人娘の赤

あか

ん
坊
ぼう

はあなたを奪
うば

われた悔
くや

しさを 「戦争反対」とい
う四文字に重ねて歩み始
めました

お父さん あなたの無念
の思いを灯

あかり

にして 娘の
行く手を照らしてくださ
い あなたや、母や、私の悲しみが人々に伝わり 平
和を守るささやかな力になりますように 娘の私が多
くの人々と手を取り合って 平和を守り抜くことがで
きますように　　（「父へ」から一部抜

ばっすい

粋）

わが父よ あなたに人は撃
う

てざると 信じて生きし 
長き戦後を
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戦争体験談 ～平和への想い～

私が強く伝えたいのは、「平和の大切さ」で
す。戦争は必ずどちらかが仕掛けることによ
り始まります。そして多くの場合が「自分の思
い通りにならない」「我

が ま ん

慢できない」という理
由がきっかけです。その結果、命を奪

うば

い合う
状況に発展し、数え切れない犠

ぎ せ い

牲と、何気な
い日常が失われていくのです。平和とは、決
して特別なものではありません。夫婦で語り
合い、こどもと遊び、家族と食

しょくたく

卓を囲む。そ
うした日常の一つひとつの中で平和について
真剣に考えてほしいと願います。

戦争を知らない世代へのメッセージ

送られてきた父の髪の毛と親指の遺
い こ つ

骨
戦後、疎

そ か い さ き

開先から大阪に戻った私は、母から父の戦
死を知らされました。父は昭和19年（1944年）6月、
ビルマで亡

な

くなったと言われていますが、記
き ろ く

録はほ
とんど残っておらず、戦死通知が届いたのは戦後1年
以上経ってからでした。当時、戦死者の遺

い こ つ

骨は白木
の箱に名前の紙切れだけが入れられて渡されるのが
一般的で、父の場合は戦病死だったので、髪の毛と
親指が遺

い こ つ

骨として残されており、母と親族の手で墓
はか

に納
おさ

められました。

戦地への慰
い れ い

霊と帰
き か ん へ い

還兵の声
定年退職後、私は遺

い ぞ く か い

族会の活動に携
たずさ

わり、ミャンマー
での慰

いれいじゅんぱい

霊巡拝に参加しました。現地に建てられたパ
ゴダ（仏

ぶっとう

塔）や慰
い れ い ひ

霊碑に花を手向け、亡き人々を偲
しの

びました。帰
き か ん へ い

還兵の方からは、インパール作戦の悲
ひ さ ん

惨
な体験をよく聞きました。地図も作戦もなく山中を
進み、大

だいはちぐるま

八車の車輪が壊
こわ

れれば荷物を失い、食料は
尽き、仲間は次々と倒れていく。銃

じゅうげき

撃で死ぬのでは
なく、餓

が し

死や病で命を落とす人が多かったのです。
退
たいきゃく

却の道は「白骨街道」と呼ばれ、行き倒れた兵
へ い し

士
の骨が残されていました。「若い世代には、こんな体
験をさせたくない」と帰

き か ん し ゃ

還者は皆、言っていました。
戦地へ向かう父を見送って
私の父は、映画関係の仕事に就

つ

いており、無声映画
の上映中に内容を解説する弁士をしていました。と
ころがある日突然、「ビルマ（ミャンマー）へ行く」
と言い出したのです。出発の日、大阪駅にあった食
堂で、同業者や親

しんせき

戚、近所の人たちが盛
せいだい

大に送別会
を開きました。私は小学校2年生で、父をホームから
走って見送ったことを今でも鮮

せんめい

明に覚えています。
それが、父との最後の別れになりました。

不安と安
あ ん ど

堵の気持ちに包まれた終戦の日
私は父の実家がある兵

ひょうごけん

庫県養
や ぶ し

父市へ疎
そ か い

開しました。
言葉も習慣も違う土地でしたが、都会から来た私を気
遣い、先生や友人たちは温かく迎えてくれました。
8月15日、親

しんせき

戚と一
いっしょ

緒に正座し、玉
ぎょくおん

音放送を聞きまし
た。言葉が難しく理解できませんでしたが、周囲の
人々の話で、「戦争が終わった」とわかりました。
空
くうしゅう

襲などがなくなるんだと安
あ ん ど

堵したことを覚えています。

戦死した父とビルマへの思い

髙
た か は し

橋 稔
みのる

さん （大阪市・昭和11年生まれ）

パプアニューギニアの人たちに敵
て き い

意などまっ
たくなく、そこに生きて暮らしていただけな
のに、戦争という名の下に、何の罪

つみ

もない人々
が命を奪

うば

い合わされる。これほど不
ふ じ ょ う り

条理で悲
しいことはありません。私は心から「戦争は
本当にあってはならない」と思いました。

戦争を知らない世代へのメッセージ



中国での家族写真

日本に来た下岡さんの父と母
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世界は今も平和ではありません。ニュースで
戦争の報道を見るたびに胸を痛めます。戦う
兵
へ い し

士だけでなく、何の罪
つみ

もない市民までもが
犠
ぎ せ い

牲になっている現実を目の当たりにするたび
に、同じ悲劇を繰

く

り返してはならないという思
いを強くしています。

戦争を知らない世代へのメッセージ

満
まんしゅう

州への渡航と戦争の混乱
和歌山県新

しんぐう

宮市に生まれた父は、昭和19年（1944
年）、10歳の時に家族と満

まんしゅう

州へ渡りました。国策によ
り、家や畑、家

か ち く

畜が支給される約束での移住でした。
昭和20年（1945年）8月、ソ連軍の侵

しんこう

攻により生活は
一変します。ソ連軍から逃げるため、父の一家は夜
の山道を懸

けんめい

命に歩き、避
ひ な ん

難先の延
えんきつ

吉市の小学校には
各地から約2万人の日本人が集まっていました。食
料は不足し、飢

う

えや病気で命を落とす人が少なくあ
りませんでした。一家は村へ戻りましたが、祖母は
餓
が し

死し、祖父は凍
と う し

死。残されたのは姉（伯
お ば

母）と兄
（伯

お じ

父）、末っ子の父だけでした。

残された兄弟と生き延びるための暮らし
孤
こ じ

児となった3人は、食べ物を求めて村々をさまよい
ました。そんなある日、食べ物を取りに出かけた父
の姉が帰ってこなくなりました。父の兄と父が必死
に探し回り、しばらくして再会する事ができました。
その後、父の姉は中国人と結

けっこん

婚し、父もその嫁
とつ

ぎ先
に身を寄せ、幼くして
家
か ち く

畜の世話や農作業に
従
じゅうじ

事するようになります。
一方で、父の兄は敗戦を
受け入れられず、日本語
だけを話し続けたため周
囲と対立し、家を出てい
きました。父は26歳の時
に小

し ょ う に ま ひ

児麻痺を患
わずら

う女性と

結
けっこん

婚。昭和40年（1965年）に私が生まれ、父はとて
も嬉

うれ

しかったそうです。

日本とのつながりと帰国の夢
昭和47年（1972年）、日中国交正常化後、中国残

ざんりゅうほうじん

留邦人
の調査が進み、昭和50年（1975年）、父は父の姉と共
に日本へ一時帰国しました。日本への思いは強かっ
たものの、社会に馴

な じ

染めるか分からず、言葉も分か
らない、そして障

しょう

がいのある妻と4人のこどもを連れ
ての移住はできず、再び中国に戻りました。父は「本
当は日本に帰りたい」と願いながらも、中国で家族
を養い続けました。平成6年（1994年）、私に日本へ
の帰国の話が届き、保証人のある岐

ぎ ふ

阜県の縫
ほうせい

製会社
を頼りに、私は日本行きを決意しました。父が果た
せなかった夢を、子の私が実現したのです。

日本での生活と父の思い
平成6年（1994年）9月、私は妹と共に来日し、翌年
から大阪の八尾市に住むようになりました。それ以
来30年、この地で暮らしています。父は「もし戦争
がなければ、日本で幸せな生活ができたかもしれな
い」と語りつつも、最後に日本へ戻ることができた
ことを心から喜んでいました。

帰国者（中国残
ざんりゅうほうじん

留邦人）の家族

下
し も お か

岡 純
じ ゅ ん こ

子さん （八尾市・昭和40年生まれ）
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戦後80年平和祈
き ね ん

念 ・大阪戦
せんぼつしゃついとうしき

没者追悼式の様子

開　催　日	：	令和7年7月29日　　
開催場所	：	大阪国

こくさい

際交流センター
実施内容	：	開式のことば、国

こっかせいしょう

歌斉唱、黙
もく

とう、式
し き じ

辞、追
ついとう

悼のことば、献
け ん か

花、平和への誓
ちか

い、平和の合唱、閉式のことば

●	献
け ん か

花●	追
ついとう

悼のことば

●	献
け ん か

花 ●	平和への誓
ちか

い

先の大戦により失われた12万 7 千余名もの尊
とうと

い命に対し、心から追
ついとう

悼の誠を捧
ささ

げ、再び戦争の惨
さ ん か

禍が繰
く

り
返されることのないよう、その教訓を次世代に語り継

つ

ぎ、恒
こうきゅう

久平和への誓
ちか

いを新たにするため、毎年「大阪
戦
せんぼつしゃついとうしき

没者追悼式」を大阪府・大阪市・堺
さかい

市
の共催で実施しています。

戦後80年という節目の式
し き て ん か い さ い

典開催となる
令和 7 年は、戦争体験を次世代に継

けいしょう

承して
いくための取組として、先の大戦に関する
パネル展示や遺

い ぞ く

族等による戦争体験談
及び平和学習に関する記

き ろ く

録動画の上映も
実施しました。

戦後80年平和祈
き ね ん

念 ・大阪戦
せ ん ぼ つ し ゃ つ い と う し き

没者追悼式
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●	平和への誓
ちか

い（奥
おくやま

山 眞
ま な

凪さん・璃
り の

音さん）

●	平和への誓
ちか

い（中
なかやま

山 文
あや

さん・翔
しょうた

太さん）

●	平和の合唱

●	平和への誓
ちか

い（田
た が わ

川 史
さ と え

佳さん）

●	平和の合唱（学校法人相愛学園 相愛高等学校）
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「戦争体験談を聞いて平和の大切さを学び考えよう」の様子

戦争体験談を聞いて平和の大切さを学び考えよう

開　催　日	：	令和7年5月18日
開催場所	：	ピースおおさか大阪国

こくさい

際平和センター
実施内容	：	平和学習用アニメ鑑

かんしょう

賞、館
かんちょう

長によるガイダンス、施
し せ つ

設見学、戦争体験談、紙
かみしばい

芝居、平和を願うメッセージの作成

●	平和学習用アニメ鑑
かんしょう

賞 ●	施
し せ つ

設見学

●	戦争体験談（岡
おかくら

倉 三
さぶろう

郎さん）

●	平和を願うメッセージの作成

●	紙
か み し ば い

芝居（井
いのうえ

上 倫
と も こ

子さん）

●	館
かんちょう

長によるガイダンス

戦後80年平和祈
き ね ん

念・大阪戦
せんぼつしゃついとうしき

没者追悼式の関連事業として、平和学習の一
いっかん

環である「戦争体験談を聞いて平和の
大切さを学び考えよう」を実施しました。

小学生から高齢者まで幅
はば

広い年代の方にご参加いただき、「平和を願うメッセージ」を作成いただきました。

本事業で作成しました「平和を願うメッセージ」は、代表者の方により大阪戦
せんぼつしゃついとうしき

没者追悼式における「平和への
誓
ちか

い」で発表いただきました。
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平和を願うメッセージ

奥
おくやま

山　眞
ま な

凪さん
　　　璃

り の

音さん

田
た が わ

川　史
さ と え

佳さん

中
なかやま

山　翔
しょうた

太さん

中
なかやま

山　文
あや

さん

先日、ピースおおさかで実際に戦争を体験した方のお話を聞くことができました。

私のひいおじいちゃんも戦争に行っていたらしいのですが、私が生まれた時には既

に亡くなっていて、戦争の話を直接聞くことができなかったので、見たことのないひ

いおじいちゃんのことを思いながら聞かせていただきました。

私のおばあちゃんは、ひいおじいちゃんが戦争が終わったあと、満
まんしゅう

州から帰ってきて

から生まれた子どもだそうです。ということは、ひいおじいちゃんが戦争から生きて

帰ってこなければ、私はこの世に生まれていないことになります。

戦争が起こると、戦いに行った人だけが亡くなるのではなく、その人の後に続く子ど
もたち孫たちの人生もまた失くなってしまうのです。

そう思うと、今ここにいるのは、私ではない誰かだったかも知れません。私は、今、こ

の人生を歩める幸せに感
かんしゃ

謝しながら、命の繋
つな

がりさえ断つ戦争の悲
ひ さ ん

惨さをしっかり

と後世に伝えていきたいと思います。

戦争があった時代に生まれていたとしたら、どれだけ当時の人々が苦しんだのか、戦

争がどれ程ひどく人々を傷つける出来事であったかを思い知ることができただろう。

そして、今の私の幸せを感じています。

私の曽
そ う そ ふ

祖父は、祖父が小さいときに戦死しました。一枚の写真以外、何の記憶もない

そうです。私は祖父を曽
そ う そ ふ

祖父に会わせてあげたいという思いでいっぱいです。

そのことを思うと、父が毎日仕事から帰って来るありがたさを実感しています。

二度と戦争が起こらないで欲しいと思うしかありません。戦争がどれ程人々を傷つ

け、苦しめるのかを、私ももっとよく知り、いろんな人にも知ってもらいたいです。

そのため、私は戦争のない平和について、もっと学んでいきたいと思っています。

今も世界では戦争をしている国があるので戦争ではなく話し合いで解決することが

できたら良いと思いました。 

二度と戦争がない世界がつくれたら良いと思いました。

世界中から戦争がなくなれば良いと思いました。

戦争体験談を聞いて一番心に残った言葉は「戦争で亡
な

くなった人への供養は何か。」

「それはこの国が平和で発展していくことなんじゃないか。」と言う言葉です。

戦争で沢
たくさん

山の命が失われてしまったので今の平和を大切に先人に感
かんしゃ

謝し 今後、戦争を

起こさないように世界中の人と話し合い平和であり続けなければならないと思いました。

平和であり続けるために、まず身近な人に優しくお互いに助け合い生活していきた

いと思います。

子どもたちにも「二度と戦争を起こさない。」という思いを持って大人になってもら

いたいと思います。

平和を願うメッセージ ①

平和を願うメッセージ ②

平和を願うメッセージ ③

平和を願うメッセージ ④






